
0.05
胸のＸ線集団検診１回分

0.19
東京～ニューヨーク間を
航空機で往復した際に受ける放射線量

1.0
一般に 1年間にさらされてよい人工放射線の限度
（医療によるものを除く）

6.9
ＣＴスキャン１回分
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全身被ばくの場合

500 ～ 2,000
水晶体が濁る

3,000
脱毛
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永久不妊

5,000
紅斑

10,000 以上
急性潰瘍

局部被ばくの場合
皮膚  　    目の水晶体    　生殖腺

5,000
白内障

放射線量
（ミリシーベルト）

※１シーベルト＝1,000 ミリシーベルト＝1,000,000 マイクロシーベルト

放
射
線
の
影
響
、
そ
の
後
。

■図表１：放射線量と身体の症状・放射性物質と放射線の種類

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
が
被
災
し
、
な

か
な
か
収
束
に
向
け
た
動
き
も
見
ら
れ
な
い

中
、
放
射
線
や
放
射
性
物
質（
放
射
能
）に
対

し
て
の
関
心
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
放
射
線
に
よ
る
影
響
な
ど
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
放
射
線
？
放
射
能
？

　

放
射
線
と
は
、
モ
ノ
を
透
過
す
る（
通
り
抜

け
る
）力
を
も
っ
た
、
光
線
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
に
使
わ
れ
る「
Ｘ
線
」で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ

か
に
も
放
射
線
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ

り
、「
ア
ル
フ
ァ
線
」、「
ベ
ー
タ
線
」、「
ガ
ン

マ
線
」、「
中
性
子
線
」な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
に
似
た
言
葉
に
、「
放
射
能
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
物
質
が
放
射
線
を

出
す
能
力
」の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
近
年
で
は
、

放
射
能
と
い
う
言
葉
が「
放
射
性
物
質（
放
射

線
を
出
す
物
質
）」の
意
味
で
使
わ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す（
図
表
１
の
下
部
参
照
）。

■
自
然
界
の
放
射
線 

　

実
は
、
普
段
生
活
し
て
い
る
自
然
界
に
も
放

射
線
の
発
生
源
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
も
と
も
と
空
気
の
中
に
は
、
放
射
性
物
質

で
あ
る
ラ
ド
ン（
温
泉
に
よ
く
あ
り
ま
す
ね
）が
含

ま
れ
て
お
り
、
呼
吸
に
よ
っ
て
常
に
体
内
に
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
面
、
食
物
な
ど

に
も
、
も
と
も
と
微
量
の
放
射
性
物
質
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
か
ら
も
放
射
線
は
降

り
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
原
子
力
発
電
所

の
事
故
や
、
な
ん
ら
か
の
原
因
に
よ
る
放
射
性
物

質
漏
れ
が
起
き
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
、
放

射
線
は
常
時
観
測
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
人
は
生

ま
れ
て
か
ら
常
に
こ
う
し
た「
自
然
放
射
線
」に
さ

ら
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を「
被
ば
く
」と
い
い
ま
す
。

■
低
い
被
ば
く
量
に
よ
る
影
響

　

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）の
勧
告

で
は
、
事
故
な
ど
に
よ
る
被
ば
く
量
は
、
年
間
１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（
自
然
放
射
線
と
医
療
行
為
に

よ
る
被
ば
く
は
除
く
）ま
で
と
し
て
い
ま
す（
作
業

員
な
ど
は
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ

り
、
被
ば
く
量
が
こ
の
値
を
超
え
た
か
ら
と
言
っ

て
、「
即
、
危
険
で
あ
る
」と
は
言
え
ま
せ
ん
。
し

か
し
一
方
で
、「
絶
対
に
安
全
で
あ
る
」と
も
言
い

切
れ
な
い
の
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
人
は
低
い
放
射
線
を
常
に
被

ば
く
し
て
い
ま
す
が
、
低
い
レ
ベ
ル
の
被
ば
く
で

ど
う
い
っ
た
健
康
被
害
が
出
る
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。

■
今
の
放
射
線
量
は

　

山
梨
県
が
市
内
で
測
定
し
た
放
射
線
量
を
累

積
し
、
年
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
放
射
線
を
大
気
中

か
ら
被
ば
く
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ

う（
図
表
２
）。

　

こ
の
測
定
値
は
、
外
部
か
ら
の
放
射
線
量
の

み
を
示
し
た
も
の
な
の
で（
外
部
被
ば
く
）、
食

物
か
ら
の
摂
取（
内
部
被
ば
く
）な
ど
は
計
上
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
測
定
値
か
ら
計
算
し

た
年
間
の
被
ば
く

量
を
み
る
と
、
県

内
の
数
値
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
低
い

状
況
で
す
。

　

内
部
被
ば
く
に

つ
い
て
も
、
市
内

の
水
道
水
か
ら
は

放
射
線
な
ど
は
検

出
さ
れ
て
い
な
い

た
め（
広
報
つ
る
５

月
号
に
掲
載
）、
食

物
の
摂
取
制
限
な

ど
に
気
を
つ
け
な

が
ら
飲
食
し
て
い

れ
ば
、
総
合
的
に

考
え
て
も
市
内
は

安
全
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

■図表２：地上１ｍ高の空間放射線量調査結果

測定結果（調査地：南都留合同庁舎・田原３－３－３）
６月22日測定値　0.045μ Sv/ 時間
年間の累積被ばく量
　0.045μ Sv/ 時間×24時間×365日＝394.2μ Sv/ 年
　＝0.3942mSv/ 年
※単位説明：μ Sv（マイクロシーベルト）、mSv（ミリシーベルト）。
　単位の違いについては、図１の※もご覧ください。

放射性物質（放射能ともいう）…放射線を出すもととなる物質。
　セシウム 137、ヨウ素131など。放射性物質の種類によって、放
出する線の種類（下記）も違います。
放射線…放射性物質（放射能）から出る高エネルギーの線。
　アルファ（α）線…紙で遮断
　ベータ（β）線…紙は透過し、アルミホイルなどで遮断
　ガンマ（γ）線、エックス（Ｘ）線…紙、アルミは透過し、鉛で遮断
　中性子線…紙～鉛は透過し、水やコンクリートで遮断

■
シ
ー
ベ
ル
ト
と
ベ
ク
レ
ル

　

最
近
聞
か
れ
る
放
射
線
の
単
位
に
、「
シ
ー
ベ

ル
ト
」と「
ベ
ク
レ
ル
」が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
違

う
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
簡
単
な
説
明
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
放
射
線
は
、
あ
る
原
子（
も
の
を
形

作
る
最
小
の
単
位
）が
崩
壊
し
、
不
安
定
な
状

態
に
な
る
こ
と
で
放
射
さ
れ
ま
す（
図
表
３
）。

　

こ
の
放
射
線
に
は
、
図
表
１
の
下
部
に
あ

る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
は
、
放
射
線
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

こ
の
、
原
子
が
１
秒
間
に
崩
壊
し
た
数
が

　

３
月
11
日
以
降
、
未
曾
有
の
大
災
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、「
こ
の
規
模
の
災
害
の
前
で

は
、
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、「
備
え
」

は
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
何
の
効
果
も
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
に
よ
る
影
響
を
少
し
で
も
減
ら
す

「
減
災
」の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
持
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

　

６
月
５
日（
日
）、
禾
生
第
二
小
学
校
を
会
場

と
し
て
、
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
が
主

催
し
、
地
元
住
民
や
自
主
防
災
会
、
消
防
団
禾

生
分
団
に
よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
や
土
の
う
詰

め
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
避
難
所
運
営
訓

練
に
お
い
て
は
、
市
民
の
方
が
中
心
と
な
り
、
衛

生
班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
な
ど
、
い
く
つ
か
の
班

に
わ
か
れ
て
各
々
の
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
訓
練
に
参
加
し
、
地
域
内
で
の
連

携
・
連
帯
を
深
め
る
ほ
か
、
地
域
内
の「
ど
こ
」が

「
ど
う
」危
険
な
の
か
を
把
握
し
、
共
有
し
て
い
く

こ
と
が
防
災
・
減
災
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
４
日（
日
）に
は
、
東
桂
小
学
校
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
各
家
庭
で
も
、
こ
の
機
会
に
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
各
地
域
、
職
場
で
も
訓
練
な
ど

の
計
画
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私たちの、
　　　 これから。連携・連帯を深め、
　　情報を共有する。

0.39
都留市内で
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（現況値からの概算）
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　　アルファ線＝50円
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ベクレルは同じでも、シーベルトは違う

１ベクレル
（１秒に1個崩壊の場合）

４シーベルト
（強さ1の放射線が4つ出ているため【例】）

放射線
（例：強さ 1）

放射線
（例：強さ 1）

放射線
（例：強さ 1）
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■図表３：放射線が放出されるしくみ（例）

「
ベ
ク
レ
ル
」、
放
射
さ
れ
た
放
射
線
の
強
さ
が

「
シ
ー
ベ
ル
ト
」に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
同

じ
ベ
ク
レ
ル
で
も
、
出
る
放
射
線
の
種
類
に

よ
っ
て
シ
ー
ベ
ル
ト
は
変
わ
り
ま
す（
図
表
４
）。

　

ま
た
、
食
物
が
ベ
ク
レ
ル
で
表
示
さ
れ
る
の
は
、

食
物
は
身
体
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
た
め
、
放
射

線
の
強
さ
よ
り
も
、
放
射
線
の
出
て
い
る
量（
原
子

の
崩
壊
回
数
）の
ほ
う
が
問
題
と
な
る
た
め
で
す
。

　

身
体
の
中
は
代
謝
が
活
発
な
た
め
、
放
射

線
が
多
量
に
出
続
け
て
い
る
と
、
継
続
的
に

遺
伝
子
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
し
、
健
康
被
害

を
受
け
て
し
ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ベ

ク
レ
ル
に
も
基
準
値
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え

る
と
出
荷
制
限
や
摂
取
制
限
が
出
さ
れ
ま
す
。

■図表４：ベクレルとシーベルト

Ｈ2 3 . 8. 1 4Ｈ 2 3 . 8. 15


